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「
ふ
れ
あ
い
、
う
る
お
い
、
和
を

つ
く
ろ
う
」
を
テ

i
マ
に
し
た
第

十
回
村
民
文
化
祭
が
、
二
十
九
日

と
三

O
日
の
二
日
間
、
公
民
館
を

主
会
場
に
し
て
聞
か
れ
両
日
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

公
民
館
を
会
場
に
し
た
展
示
の

部
で
は
書
道
、
絵
画
、
短
歌
、
写

真
、
趣
味
の
作
品
、
健
康
パ
ネ
ル

展
、
菊
花
展
な
ど
。

わカ込

ま
た
、
第
二
会

場
の
役
場
ロ
ビ
ー

で
は
生
花
を
展

示。

ド
催
し
物
の
部
で

し
は
、
農
協
も
ち
ま

酌
き
、
農
協
即
売

話
コ
ー
ナ
ー
、
森
林

山

組

合

即

売

コ

|

品
回
目合

ナ

l
、
生
活
政
善

品
グ
ル
ー
プ
青
空

刺
市
。
婦
人
会
パ

展
ザ

l
、

婦

人

会

チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売

会
、
文
化
グ
ル
ー

プ
発
表
会
、
健
康
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人のうごき
(昭和60年11月l臼現在)

世帯数 589戸

男子 992人

女子 941人

言十 1，933人

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
テ
レ
ホ
ン
コ
ー

ナ
ー
、
小
中
学
生
音
楽
発
表
会
、

V
T
R
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
催
し
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
の
「
文
化
グ
ル
ー
プ

発
表
会
」
は
婦
人
会
が
主
と
な
り
、

四
分
会
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら

し
た
踊
り
を
披
露
。

今
問
、
パ
ザ
l
会
場
も
同
じ
会

場
と
し
た
た
め
、
食
事
を
し
な
が

ら
の
観
覧
と
な
っ
て
、
一
段
と
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
盛
ん
な

拍
手
が
贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
円
自
の
午
前
中
「
小
中
学

生
音
楽
発
表
会
」
は
、
四
校
が
そ

れ
ぞ
れ
合
唱
、
合
奏
で
交
流
を
深

め
合
い
、
超
満
員
の
観
客
か
ら
大

き
な
声
援
と
拍
手
が
あ
り
ま
し
た
。

展
示
部
門
の
出
品
総
数
は
二
八

七
点
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
盆

栽
の
出
品
が
な
く
て
非
常
に
さ
み

し
く
、
ま
た
菊
の
栽
培
者
も
少
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
文
化
祭
、
住
民
一

人
/
¥
が
何
ら
か
の
作
品
出
品
を

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

餅や新鮮な野菜に人気 超満員の会場は拍手の渦おきる

締

出

た

ん

す

の

引

出

し

か

一
し
て
、
ち
ょ
っ
と
十
銭
玉

ぬま

τ失敬
し
て
、
よ
く
二

部
上
向
銭
鰻
頭
を
買
っ
て
食
べ

問
中
市
開
た
も
の
で
あ
っ
た
。
子

ア
ゥ
的
供
の
頃
の
な
つ
か
し
い

問
問
思
い
出
の
一
つ
で
あ
る
。

当
時
酒
一
合
十
銭
、
焼
酎
五
銭
、

砂
糖
一
斤
ご
六

O
匁
)
三
十
銭
、

夫
婦
で
い
ろ
い
ろ
昔
話
を
し
て
い

た
ら
、
妻
が
砂
糖
に
係
る
極
秘
の

話
を
し
て
く
れ
た
。

入
学
前
の
オ
カ
ッ
パ
の
頃
甘
い

物
が
食
べ
た
く
て
鏡
台
の
引
出
し

に
し
ま
つ
で
あ
っ
た
十
銭
玉
二
個

を
持
出
し
て
砂
糖
を
買
い
に
行
っ

た
ら
、
匝
の
お
ば
さ
ん
が
お
使
い

物
に
す
る
の
だ
ろ
う
と
患
っ
た
の

か
、
花
の
つ
い
た
大
き
な
紙
袋
に

白
砂
糖
一
斤
を
入
れ
て
く
れ
た
。

余
り
多
い
の
で
持
っ
て
帰
る
わ
け

に
も
い
か
ず
、
山
の
中
で
一
腹
ご

馳
走
に
な
っ
た
が
、
残
つ
た
の
は
は

ぜ
の
木
の
ウ
ト
の
中
へ
突
込
ん
で

帰
り
知
ら
ぬ
ふ
り
。
後
は
の
ぞ
い

て
も
見
な
か
っ
た
が
、
多
分
蟻
の

餌
に
で
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
。

お
互
い
に
失
敬
し
た
者
同
士
、

結
ば
れ
て
既
に
三
十
数
年
を
過
し

て
来
た
、
夫
婦
の
子
供
の
頃
の
な
つ

か
し
い
思
い
出
話
の
一
端
で
あ
る
。
(
K
)
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し
ま
し
た
。

わ

開
会
式
は
、
河
辺
小
学
校
の
鼓

笛
隊
七

O
名
が
先
導
す
る
中
、
前

年
度
優
勝
の
大
伍
分
館
を
先
頭
に

各
分
館
選
手
団
が
入
場
行
進
。

向
井
猛
運
営
委
員
長
が
開
会
宣

言
し
、
大
野
富
士
男
大
会
長
の
あ

い
さ
つ
、
富
永
万
作
議
長
か
ら
激

励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
そ
の
後
、

請
田
竹
男
選
手
の
力
強
い
宣
誓
で

競
技
を
開
始
。

今
年
は
新
種
目
を
多
く
取
り
入

れ
、
丸
太
切
り
競
争
、
千
鳥
足
、

東
海
道
五
十
三
次
な
ど
、
山
村
の

生
活
を
生
か
し
た
力
強
く
た
の
も

し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

カ=第 74号

ク
ロ
ツ
ケ
l
モ
デ
ル
試

合
も
ル
l
ル
解
説
つ
き
で
行
わ
れ
、

「
お
年
寄
り
以
外
の
若
い
層
に
も

知
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

対
抗
種
目
の
総
合
結
果
は
、
植

松
分
館
が
優
勝
を
飾
り
、
三
年
連

続
優
勝
を
果
た
し
て
き
た
大
伍
分

館
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま
し
た
。

最
後
は
、
誕
生
ホ
ヤ
ノ
¥
の
河

辺
音
頭
を
皆
ん
な
輪
に
な
っ
て
踊

り
、
健
康
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

手に汗にぎった年代別リレー

ω曲
@
@
掛
@
@
掛
@
@
掛
@
@
柵
@
@
骨
@
@
柵
@
@
桝
也
@
柵
@
@
柵
宮
崎
@
@
柵
@
@
柵
@
@
冊
。
@
柵
@
@
冊
@
@
柵
@
@
掛
@
@
柵
@
@
惨
@
冊
@
@
掛
@
@
掛
@
@
晶
@
@
品
問

顔
を
の
ぞ
か
せ
始
め
る
と
「
わ
っ
菊
の
花
は
、
一
つ
一
つ
の
小
向

ぽ
く
の
は
赤
だ
。
」
「
わ
た
し
の
さ
な
花
び
ら
が
集
ま
っ
て
一
輪
蜘

は
ピ
ン
ク
よ
。
」
と
、
一
司
一
日
の
美
し
い
花
の
形
を
つ
く
り
ま
骨

付
北
平
小
学
校
の
教
育
課
題
変
化
し
て
い
く
花
の
様
子
に
、
す
。
子
供
、
教
師
、
父
母
が
心
開

時
に
「
思
い
や
り
の
あ
る
心
、
や
喜
び
の
言
葉
を
交
わ
し
て
い
ま
を
一
つ
に
し
て
、
温
か
い
心
で
和

問

り

ぬ

く

子

」

を

育

て

る

こ

と

が

し

た

。

結

ぼ

れ

た

学

校

を

目

指

し

、

努

繍

蜘
あ
り
ま
す
。
菊
づ
く
り
を
通
し
可

j

j竜
君
主

z
i
A
力

し

て

い

ま

す

。

瑚

時

て

、

対

話

が

生

ま

れ

、

協

力

、

…

学

校

だ

よ

り

…

圃

圃

圏

・

・

・

圃

臨

閥

均

輔

責

任

、

思

い

や

り

の

心

を

育

て

叩

北

平

小

学

校

開

園

組

副

圃

圃

司

a圏
園

開

て

で
ま
た
、
深
刻
な
社
会
問
題

f
L
L告知
盟

閉

園

田

盟

問

時
と
な
っ
て
い
る
、
「
い
じ
め
」
噂
全
員
の
菊
を
学
校
の
玄
関
横
闘
輯
脳
圃
.
，
‘
周
舗
融
機
噛

闘
の
非
行
を
絶
滅
し
て
、
他
を
思
に
並
べ
た
と
き
の
子
供
た
ち
は
、
盟
関
悩
阻
・
岡
山
魁
・
田
鞠
一

蜘

う

中

峰

山

崎

、

。

芳

組

ん

だ

「

ゃ

っ

た

ぞ

グ

」

と

い

う

満

足

調

副

』

固

・

¥

み

で
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
た
く
ま
感
に
溢
れ
、
そ
の
目
は
、
美
し
時
過
関

L
園
内
為

輔
し
い
実
践
力
の
あ
る
北
平
の
子
く
香
り
高
い
菊
の
花
の
よ
う
に
、
腐
蝿
睡
・
咽
酒
羽
調
姐
輔
潤

F
「
一
唱

す

を

育

て

た

い

。

こ

ん

な

生

き

生

き

と

清

ら

か

な

も

の

で

麗

圃

型

装

醸

輯

薗

田

村

坤
願
い
を
こ
め
て
、
今
年
度
か
ら
、
し
た
。
こ
の
様
子
を
眺
め
な
が
想
闘
・
底
齢
匹
開
国
闘
圃
顕
噛

閥
全
員
一
人
一
鉢
菊
づ
く
り
に
取
ら
「
美
し
い
も
の
に
感
動
し
、
猷
圃
・
・
・
圃
圃
・
・
・
・
・
圃
園
田
噛

園
周
幽
・
・
圃
圃
圃
・
・
・
・
・
国
噛

蜘

り

組

み

ま

し

た

。

い

た

わ

る

心

を

日

常

生

活

に

生

掴

脳

・

・

圃

圃

圃

・

園

周

噛

鵡
菊
が
成
長
し
て
、
花
び
ら
が
か
し
た
い
よ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
開
箇
・
・
・
圃
園
田
園
圃
ヲ

炉
事
@
惨
事
事
場
事
事
事
審
番
号
事
春
場
事
番
号
事
血
管
場
@
惨
事
@
惨
事
血
管
血
管
場
事
事
事
血
管
番
号
母
豊
島
悔

グ
人
は
花
を
つ
く
り

花
は
人
を
つ
く
る
4

賞状を手に喜びの富永分館長

王子¥竺 植松 坂本 大伍 北平
1 ポテトレース 30 20 40 .10 

2 二人三脚玉けり 30 10 20 40 

3 年代別リレ-(女) 40 10 30 20 

4 I 300歳リレー(男) 30 10 20 40 

5丸太切競争 20 10 40 30 

6 I 300歳リレー(女) 30 10 20 40 

7千 鳥 足 30 10 20 40 

8 年代別リレー(男) 40 20 30 10 

9得点かせぎ 40 20 10 30 

10 千子きはよいよい 30 10 40 20 かえりはこわい

11 綱 ヨ| き 10 30 20 40 

計 330 160 290 320 

順 位 ① 4 2 

対抗種目の採点、表
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f主諸i事轟帯繍蚕H事掛柑塾輯齢器麓騨麟麟酔蹴1主弘i包μJ記出
;=円同5完江訟出i持辛辛;警脅掛1:
よ昼主く最種会さが球 たり開校ン
館影多自体れ同と午。ひか培木球十
と響勝と育、時パ前 ろれ育会 ー

もす利な行本にド九 げ、館がパ月
にる賞り事年試ミ時 ら熱に河ド十
熱こに、で度合ンか れ戦お辺ミ七
ぷと大年最面開トら まがい中ン円
こもき間終社始ン卓 し繰て学

Jミわ

も
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
活
発
な
声

援
も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

o
卓

球

順

位

男

子

勝

敗

一

位

植

松

二

位

北

平

三

位

坂

本

四

位

大

伍

o
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

順

位

男

子

勝

政

一

位

大

伍

二

位

植

松

三

位

坂

本

四

位

北

平

女
子
勝
敗

北

平

坂

本

植

松

大

伍
女
子
勝
敗

北

平

大

伍

坂

本

植

松

カ瓦

行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
つ
い
て

昭和J60年11月25日

一
、
基
本
方
針

け
本
村
を
と
り
ま
く
、
厳
し
い

行
財
政
環
境
の
な
か
で
、
多
機

化
す
る
行
政
需
要
と
人
口
の
老

齢
化
に
対
応
し
っ
と
地
域
社

会
の
活
性
化
及
び
住
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
引
続
き
行
政

改
革
を
強
力
に
推
進
す
る
。

同
行
政
改
革
の
推
進
に
当
っ
て

罫
は
「
河
辺
村
行
政
改
革
懇
談
会
」

自
の
答
申
を
尊
重
し
、
議
会
と
連

再
れ
わ
作
い
州
日
つ

(3) 

j
i
n
-
-
"
1
1
1
h
l
H品
目
町
四
自

1
4

年
計
画
で
本
事
業
を
推
進
す
る
。

同
組
織
、
機
構
の
簡
素
合
理
化

農
業
委
員
会
事
務
局
を
農
林

振
興
課
ヘ
統
合
(
昭
和
六
十
二

年
度
)
村
長
及
び
助
役
の
宛
職
的
役

職
の
報
酬
廃
止
(
昭
和
六
十
年

度
)行
政
委
員
会
の
廃
止
及
び
統

合
と
委
員
定
数
の
削
減
。

日
定
員
管
理
の
適
正
也

定
年
制
の
施
行
に
併
う
退
職

予
定
者
に
対
す
る
補
充
を
抑
制

し
て
五
か
年
計
画
で
五
%
を
削

減
す
る
。

て
取
り
く
む
と
と
も
に
、
村
民

を
は
じ
め
関
係
し
力
面
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

ご
、
当
面
の
措
置
事
項

付
事
務
事
業
の
見
直
し

く
り
生
産
安
定
対
策
事
業
を

廃
止
、
く
り
生
産
振
興
対
策
事

業
に
統
合
(
本
村
の
基
幹
作
物

で
あ
る
く
り
栽
培
に
つ
い
て
現

在
の
老
木
園
の
改
植
等
を
行
い

経
営
の
安
定
化
及
び
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
五
か

ハッスルプレーが続出

北
平
ク
ラ
ブ
ガ
翻
鍾
勝

第
六
回
高
齢
者
運
動
会

秋
晴
れ
の
十
一
月
七
日
、

資
料
館
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
第
六
回
高
齢
者
運

動
会
が
開
か
れ
、
二
二

O
人
が
参
加
し
て
楽
し

く
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
か
ら
開
会

式
が
行
わ
れ
松
井
副
会

長
が
開
会
宣
言
、
本
田

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
来
賓
の
大
野
村

長
、
富
永
議
長
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
前
年

度
優
勝
の
大
伍
咋
ノ
ラ
ブ

岡
崎
選
手
の
宣
誓
で
競

技
を
開
始
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
役
員
す

べ
て
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ

民
俗

役
割
分
担
し
て
運
営
さ
れ
、
競
技

も
熱
の
入
っ
た
展
開
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
チ
!
ム
が
品
川
仲
し
て
シ
ー

ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
が
結

果
、
北
平
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
ま
し

た。
運
動
会
は
午
前
中
で
終
り
、
午

後
は
、
手
づ
く
り
弁
当
を
持
ち
寄
っ

て
懇
親
会
が
聞
か
れ
、
午
前
中
の

競
技
の
様
子
な
ど
を
話
し
合
い
な

が
ら
、
和
気
あ
い
ノ
¥
の
楽
し
い

一
日
で
し
た
。

優

勝

準
優
勝

敢
闘
賞

努
力
賞

北
平
ク
ラ
ブ

植
松
ク
ラ
ブ

大
伍
ク
ラ
プ

坂
本
ク
ラ
ブ

意気高らかに宣誓する岡崎選手



(4) 

出
品
川
「
地
域
の
生
の
声
を

川
柳
川
一
村
行
政
運
営
に
反
映
さ

、
司
v

、

…
品
川
…
せ
る
目
的
」
で
、
昨
年

j

、

磁

石

続

き

地

区

懇

談

会

を

都
駅
…
企
画
し
、
九
月
二
日
よ

部
劇
…
り
十
月
八
日
の
間
に
村

明
以
…
内
全
域
、
十
二
会
場
で

蹴
…
開
催
し
ま
し
た
。

続

…

各

地

区

と

も

区

長

さ

港
…
ん
方
の
ご
協
力
に
よ
り

綴
…
ま
し
て
夜
間
お
疲
れ
の

w

r

h

w

N

 

務
…
と
こ
ろ
多
数
ご
出
席
い

|

、

明
暗
…
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意

見
、
ご
要
望
等
を
拝
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に

村
民
各
位
の
村
政
に
対
す
る
関
心

の
現
れ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
は
さ
っ

そ
く
役
場
各
所
管
課
に
お
い
て
検

討
し
て
、
す
ぐ
対
応
で
き
る
も
の
、

ま
た
年
度
計
画
に
よ
り
対
応
せ
ね

ば
な
ら
な
い
も
の
等
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
早
急
に
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
こ
と
が
行
政
の
課
題

で
あ
り
、
鋭
意
努
力
を
し
て
い
く

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
要
望
事
項
の
主
な
も
の

一
、
地
区
主
要
道
の
改
良
等
及
び

交
通
安
全
施
設
に
つ
い
て

二
、
公
共
施
設
利
用
の
安
全
確
保

J丈わカ=第 74号

に
つ
い
て

三
、
放
送
施
設
の
難
聴
区
域
の
解

消
に
つ
い
て

四
、
農
林
業
振
興
施
策
及
び
農
林

業
施
設
の
整
備
に
つ
い
て

五
、
く
り
栽
培
に
お
け
る
害
虫
の

共
同
防
除
に
つ
い
て

六
、
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

七
、
河
川
改
修
に
つ
い
て

八
、
そ
の
他

教
育
委
員
に

長
岡
吉
男
氏
が
就
任

去
る
九
月
二
十
六
日
の
村
議
会

に
お
い
て
、
前
教
育
委
員
松
本
久
雄

氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し

て
橡
谷
の
長
岡
吉
男
氏
(
五
六
歳
)
が

推
薦
さ
れ
、
十
月
一
日
付
を
も
っ
て

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
制
度
が
改
正

第
一
一
一
号
被
保
険
者
は
届
出
を
/

年
金
制
度
の
改
正
で
国
民
年
金

は
、
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
、
年

金
が
受
け
ら
れ
る
基
礎
年
金
に
衣

替
え
し
ま
す
。
加
入
者
は
、
次
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
第

一
号
被
保
険
者
は
、
農
業
や
自
営

業
の
方
々
で
、
従
来
か
ら
の
国
民

年
金
の
強
制
加
入
者
で
す
。
次
は

第
二
号
被
保
険
者
、
こ
れ
は
厚
生

年
金
、
船
員
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
た
ち
で
す
。
そ
し
て
第
三
号

「
ふ
る
里
は
遠
く
に
あ
り
て
想
に
は
民
族
の
大
移
動
と
言
わ
れ
る
い
。

う
も
の
」
と
言
う
が
、
ふ
る
里
を
帰
郷
が
は
じ
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
人
間
の
慾
望
達
成
の
み
の
た
悦

離
れ
て
三
十
年
ま
さ
に
そ
の
土
産
を
か
か
え
て
ふ
る
里
に
帰
る
。
め
に
破
壊
さ
れ
て
ゆ
く
自
然
を
制

感
が
強
い
。
こ
の
三
十
年
、
北
ふ
る
里
に
は
安
ら
ぎ
が
あ
り
、
見
る
た
び
に
、
我
が
ふ
る
里
は
純

;
海
道
、
横
浜
、
東
京
、
千
葉
と
温
か
さ
が
あ
り
、
明
日
へ
の
活
力
い
つ
ま
で
も
自
然
の
ま
ま
の
姿
開

制

勤

務

し

、

高

か

ら

集

っ

た

隊

寸
|
|
1
1
1
1
1
-引
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
ね
が
う
も
開

制

員

と

生

活

を

共

に

し

て

思

う

こ

一

む

、

の

で

あ

る

。

綿

綿

と

は

、

隊

員

そ

れ

ぞ

れ

が

ふ

る

一

豊

野

担

先

が

築

き

残

し

て

く

れ

た

蹄

峨
里
に
、
強
い
愛
着
と
誇
り
と
も
一
位
マ
一
一
一
瞬
熊
ふ
る
里
を
開
発
の
名
の
も
と
に
蹄

糊
い
う
べ
き
も
の
を
持
っ
て
い
る
一
と
‘

E
E
E強
鐸

町

破

壊

し

て

は

な

ら

な

い

。

明

刷
、
y
』

い

う

こ

と

で

あ

る

。

一

窓

岨

歯

圏

圃

噂

嘩

鰍

「

ふ

る

里

河

辺

」

の

平

和

と

発

純

綿

特

に

豊

か

で

も

風

光

明

娼

で

一

る

剥

騒

騒

翠

ば

曙

親

展

を

心

か

ら

祈

念

し

つ

つ

、

い

純

一

E
M
A
-
-
J
:
留
噴
千

制

も

な

い

、

山

間

の

小

さ

な

村

で

一

ふ

噂

「

つ

の

日

か

ま

た

帰

っ

て

み

た

い

締

ぬ
あ
っ
て
も
決
し
て
悪
く
い
う
者
「
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

と
思
っ
て
い
る
。
ふ
る
里
の
山
開

制

は

い

な

い

。

そ

れ

ほ

ど

、

ふ

る

を

与

え

る

力

が

あ

る

。

は

有

難

き

か

な

・

・

。

例

制

里

は

そ

の

人

に

と

っ

て

不

思

議

そ

れ

は

、

人

生

の

歩

み

に

功

成

即

日

抑

な

魅

力

を

持

つ

存

在

な

の

で

あ

し

た

者

成

ら

な

か

っ

た

者

の

別

な

陸

上

自

衛

隊

側

綿

る

。

く

、

温

か

く

迎

え

て

く

れ

る

自

然

第

二

高

射

特

科

群

本

部

脚

綿

東

京

を

中

心

に

、

盆

と

正

月

と

人

情

が

あ

る

か

ら

か

も

し

れ

な

熊

野

敏

脚

按
議
議
祭
器
議
議
議
議
議
議
義
援
護
雲
議
議
議
議
議
議
議
義
援
護
器
禁
減
免
ー

被
保
険
者
で
す
。
第
三
号
被
保
険
者
の
方
々
に
は
、
社
会
保
険
庁
か
率
で
県
下
ワ
ー
ス
ト
一
位
に
な
っ

者
と
は
、
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
ら
、
「
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
て
い
ま
す
。

に
加
入
し
て
い
る
人
、
す
な
わ
ち
者
現
況
届
書
」
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
運
転

第
二
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
健
こ
れ
に
は
、
届
出
の
方
法
、
記
入
の
さ
れ
る
方
は
十
分
注
意
を
し
、
特

康
(
船
員
)
保
険
の
被
扶
養
者
に
仕
方
な
ど
を
説
明
し
た
リ
l
フ
レ
ッ
に
飲
酒
運
転
、
暴
走
運
転
等
、
絶

な
っ
て
い
る
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ト
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
で
の
人
た
ち
で
す
。
第
三
号
被
ず
届
出
を
し
て
下
さ
い
。
届
出
は
、
ま
た
、
交
差
点
で
・
の
左
右
確
認

保
険
者
と
な
り
ま
す
と
、
自
分
で
来
年
の
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
と
徐
行
、
見
通
し
の
悪
い
道
路
で

保

険

料

を

納

め

る

必

要

は

な

く

、

の

徐

行

運

転

を

励

行

し

よ

う

。

し

か

も

自

分

自

身

の

基

礎

年

金

を

※

交

通

事

故

を

起

こ

す

と

、

本

人

受

け

る

事

が

で

き

ま

す

。

そ

の

た

は

も

ち

ろ

ん

、

家

族

等

が

大

変

め

に

は

、

市

町

村

役

場

へ

届

出

を

な

不

幸

に

な

り

ま

す

。

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

該

当

十

分

注

意

し

ま

し

ょ

う

。

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

大
洲
警
察
署
管
内
に
お
い
て
十

一
月
末
日
現
在
、
交
通
事
故
に
よ

る
死
亡
者
が
八
名
を
数
え
、
増
加
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婦
人
が
ん
に
関
心
深
ま
る

一
O
四
名
が
講
習
参
加

~ミ

i
月
十
四
日
河
辺
村
公
民
館

に
お
い
て
、
愛
大
医
学
部
助
教
授

の
猪
原
照
夫
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

「
子
宮
が
ん
で
死
な
な
い
方
法
」

と
題
し
で
講
出
会
を
行
な
い
ま
し

た
。
夜
間
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
行
し
、
一

O

凹
名
と
予
想
以
上
に
積
極
的
な
参

加
が
あ
り
、
と
て
も
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

子
宮
が
ん
は
、
予
防
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
毎
年
検
診
を

受
付
、
早
期
発
見
す
る
こ
と
に
よ

り
、
完
全
治
ゆ
が
吋
能
で
す
。

今
年
の
予
宮
が
ん
検
診
は
十

月
十
八

H
珂
辺
村
役
場
前
で
行
な

い
、
去
年
よ
り
四
五
名
多
い
二
一
一

三
名
の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
が
、

わカ込昭和60年11月25日(5) 

河
辺
村
に
は
七

O
一
三
名
の
三

O
歳

以
上
の
婦
人
の
ガ
が
お
ら
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
充
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
こ
う
い
っ
た
講
演
会
に

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
が
ん
検
診

は
も
ち
ろ
ん
、
成
人
病
検
診
を
毎

年
必
ず
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
講
演

会
の
四
日
催
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
愛
媛
県
が
ん
予
防
協

会
、
河
辺
村
婦
人
会
の
方
々
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ザ

lnγ
ザ
ー
ザ
ー
ザ

1
7ザ
|
ザ
ザ
i
d
1ぜ
1

熱心に耳をかたむける婦人たち

村
の
基
幹
作
物
で
あ

る
く
り
圏
は
、
老
木
園

及
び
過
密
植
園
が
多
く

生
産
量
が
減
退
し
て
い

ま
す
。
今
後
、
村
が
五

か
年
計
画
で
改
植
一

O

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
間
縮

伐
五

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

実
施
し
、
肥
培
管
理
の

徹
底
等
で
生
産
性
の
向

上
と
品
質
の
向
上
を
め

ざ
し
ま
す
。
事
業
、
玉
体
は
果
樹
専

門
委
員
会
河
辺
支
部
で
実
施
し
、

各
地
域
で
講
習
会
を
開
催
し
て
、

生
産
技
術
の
向
上
と
安
定
生
産
で

増
収
を
図
る
た
め
、
ド
記
の
河
辺

村
く
り
生
産
振
興
対
策
事
業
実
施

要
領
に
基
づ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

事
業
申
し
込
み
用
紙
は
、
各
部

落
の
く
り
評
議
員
さ
ん
宅
に
あ
り

料
開
縮
伐
を
お
こ
な
う
園
は
、
原

則
と
し
で
六
年
生
以
上

1
お
お

む
ね
一
五
年
生
未
満
の
園
を
対

象
と
す
る
。

村
間
縮
伐
の
方
法
は
、
村
お
よ
び

果
樹
専
門
委
員
会
が
開
催
す
る

講
習
会
に
準
じ
、
間
縮
伐
後
は

村
お
よ
び
果
掛
専
門
委
員
会
の

指
導
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

。
事
業
費

改

植

1
一
O
a
当
り
二
万
円

間
縮
伐

1
一
O
a
当
り
一
万
円

。
事
業
実
施
計
画

事
業
主
休
が
こ
の
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
時
は
「
河
辺
村

農
林
業
振
興
対
策
事
業
補
助
金

交
付
規
程
」
に
基
づ
き
、
様
式

に
よ
り
申
請
書
を
村
長
に
提
出

す
る
こ
と
。

な
お
、
く
わ
し
く
は
役
場
農
林
振

興
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

調

査

が

あ

る

。

は

法

の

下

で

平

等

で

あ

り

、

職

業

一

昨
年
度
労
働
省
が
調
べ
た
「
就
選
択
の
自
由
が
保
嘩
さ
れ
て
い
る
一

職

差

別

に

よ

る

実

態

」

で

は

、

次

筈

で

あ

る

。

町

村
民
の
「
同
和
問
題
意
識
調
査
」
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
問

に
よ
る
と
、
就
職
差
別
の
認
知
が
①
面
接
に
お
け
る
違
背
事
象
(
七
が
、
同
和
出
身
で
あ
る
か
否
か
は
叫

極
め
て
低
い
。
就
職
差
別
は
、
直

0
・
九
%
)
②
戸
籍
謄
泳
等
の
提
全
く
問
題
に
し
て
い
な
い
と
言
っ
同

市
接
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
で
、
結
出
(
一
@
六
%
)
③
履
歴
書
違
背
て
い
る
が
、
前
記
労
働
省
の
調
査
戸

…
婚
差
別
と
と
も
に
深
刻
な
部
落
差
(
一
四
・
七
%
)
④
身
元
調
査
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
現
実
に
は
一

一

別

の

一

つ

で

あ

る

。

(

一

・

四

%

)

⑥

そ

の

他

(

一

了

差

別

に

つ

な

が

る

採

用

条

件

が

横

目

出

就

職

差

別

の

方

法

と

し

て

は

、

五

%

)

行

し

、

差

別

事

件

が

後

を

断

た

な

日

叫

「

都

落

地

名

総

鑑

」

の

購

入

、

利

現

代

社

会

で

は

、

封

建

釦

度

の

い

の

で

あ

る

。

叩

一
用
や
調
査
機
関
を
利
用
し
た
身
元
社
会
と
違
っ
て
、
す
べ
て
の
も
の
(
同
和
教
育
協
議
会
河
辺
支
部
)
一

ま
す
の
で
、
く
り
栽
培
農
家
の
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
こ
の
事
業
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

皆
ん
な
で
既
存
聞
の
改
良
を
行

い
、
銘
柄
を
確
立
し
て
生
産
の
拡

大
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
ノ

※
事
業
内
容

。
改
植
に
つ
い
て

川
一
か
所
の
改
植
面
積
が
お
お
む

ね
二

a
以
上
。

制
改
植
園
ほ
、
お
お
む
ね
一
五
年

生
以
上
の
老
木
闘
で
あ
り
、
改

植
に
よ
り
生
産
向
上
が
函
ら
れ

る
園
。

付
一

O
a
当
り
植
栽
本
数
は
、
村

が
作
成
し
て
い
る
「
栽
培
指
針
」

に
よ
る
三
二
本
以
上
植
付
け
る
。

村
新
規
の
植
栽
は
改
植
と
認
め
な

。
間
縮
伐
に
つ
い
て

川
一
か
所
の
間
縮
伐
面
積
が
お
お

む
ね
二

a
以
上
。

引
十
1

も
一
川
引
が

就
職
差
別
に
つ
い
て

ー
お
し
ら
せ
f

)

ロ
月
1
日

1
紅
白
歳
末
助
け
合
い

運
動

万

4
日

l
m白
人
権
遡
間

P

M
日
人
権
相
談
所

万
口
日
神
納
栄
養
学
級

万
初
日
交
通
安
全
の
日

月
幻
日
(
)
紅
白
年
末
交
通
安
全

運
動
期
間

万
部
日
小
中
学
校
終
業
式

万
羽
目
{
)
初
日
村
内
消
防
団
夜

警

nHm日
仕

事

納

め

1
月
1
日
(
)
刊
日
年
始
交
通
安
全

運
動
期
間

成
人
式
典

仕
事
始
め

小
中
学
校
始
業
式

万

3
日

!! 

4 
日

M

8
日
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成
人
病
検
診
結
果
に
つ
い
て

昭
和

ω年
度
、
成
人
病
検
診
が

終
わ
り
、
部
落
別
・
年
代
別
に
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

①
成
人
病
検
診
・
全
く
異
常
の
な

い
人
は
叩
%
、
異
常
の
あ
っ
た
方

の
大
部
分
は
高
血
圧
で
し
た
。
血

圧
は
、
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
の

原
因
と
な
り
、
測
る
以
外
に
知
ろ

方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
定
期

的
測
定
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
胃
が
ん
・
・
・
日
本
人
の
が
ん
の
%

近
く
を
占
め
、
州
制
歳
か
ら
急
に
多

く
な
り
ま
す
。
胃
が
ん
は
、
早
期

発
見
に
よ
り
削
%
な
お
り
ま
す
が

初
期
に
向
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、
検
診

は
毎
年
受
け
ま
し
ょ
う
。

③
子
宮
、
か
ん
・
・
・
検
診
は
と
て
も
簡

Jてわヌうh第 74号

く成人病検診〉

部落別受診率の状況 E悩男子
%1 51.4仁コ女子
501 45.345.5 
nl??J 

40 

単
で
、
数
秒
で
終
わ
り
ま
す
。
検

診
に
よ
る
発
見
も
確
実
で
す
の
で

毎
年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

年代別受診率の状況
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恵
み
あ
り
難
多
か
り
し
山
河
を

越
え
て
来
た
り
し
五
十
年
か
も

¥
/
取
り
入
れ
の
よ
う
や
く
す
み
て
山
里
も

(

歌

〉

一

雨

ご

と

に

秋

深

ま

り

ぬ

/
¥
大
空
を
一
直
線
に
断
ち
分
げ
し

飛
行
機
雲
の
鮮
か
な
る
白

な
ら
び
寝
る
新
生
児
室
を
窓
越
し
に

今
朝
生
れ
た
る
苦
が
孫
さ
が
し
ぬ

踏
ま
れ
で
も
根
強
く
生
き
る
道
草
の

秋
も
忘
れ
ず
稔
り
そ
め
げ
る
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消
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大
お
誕
生
お
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で
と
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宮

谷

木

村

里

美

上
大
成
浦
野
香
緒
里

す
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「

井

本

英

人

植

松

「
五
頭
美
江
子
川
上

大
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

日
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河
辺
村
公
民
館
が

憧
良
公
民
館
で
表
彰

十
一
月
十
八
日

1
十
九
日
の
二

日
間
、
愛
媛
県
公
民
館
研
究
大
会

が
新
居
浜
市
を
会
場
に
聞
か
れ
た

際
、
河
辺
村
公
民
館
が
優
良
公
民

館
と
し
て
、
県
教
育
長
か
ら
表
彰

さ
れ
る
と
い
う
栄
誉
を
受
け
ま
し

た。
こ
れ
ひ
と
え
に
、
住
民
の
皆
さ

ま
や
各
関
係
機
関
団
体
の
方
々
の

温
か
い
ご
援
助
、
ご
協
力
の
た
ま

も
の
と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す。


